
大分市農林水産業振興基本計画 2027（案）概要 

 

１．計画策定の趣旨 

2022（令和 4）年 3 月に策定した「第 2 次大分市農林水産業振興基本計画」は、2026（令和 8）年度に計画期間が終了

することから、農林水産業を取り巻く現状と将来の動向を見据え、現行計画を見直し、新たな本市の農林水産業振興の

指針として大分市農林水産業振興基本計画 2027 を策定します。 

 

２．計画期間 2027（令和 9）年 4 月から 2032（令和 14）年 3 月（5 年間） 

 

３．計画の位置付け 

本計画は､市政運営の基本指針となる｢大分市総合計画｣､国が策定している「食料･農業･農村基本計画｣､大分県が

策定している｢おおいた農林水産業元気づくりビジョン 2024｣等の内容を踏まえ､本市の農林水産業を総合的かつ計画的

に推進するための指針を示したものです｡  

また､本市の｢食育推進計画｣、「環境基本計画」、｢商工業振興計画｣、「観光戦略プラン」等の関連計画との整合を図

りながら､計画の実現を図っていきます｡ 

 
４．大分市農林水産業振興基本計画 2027 策定のプロセス 
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農林水産業を取り巻く情勢の変化 

現行計画の成果及び課題の整理 

農林水産業者等意向調査の実施 

策定委員会の設置・意見聴取 

パブリックコメントの実施 
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５．現行計画の主な成果及び課題 

 内容 関連する目標指標 2025（R7）年度 

実績値 

2026（R8）年度 

目標値 

成
果(

目
標
値
可
達
成) 

地域を守る担い手の育成 15ha 以上の集落営農組織数 5 組織 5 組織 

集落営農法人数 17 法人 15 法人 

新たな担い手の確保・育成 新
規
就
業
者
数 

農業 
2014（H26）からの累積 

356 人 355 人 

林業 
2015（H27）からの累積 
水産業 
2010（H26）からの累積 

他産業からの農業参入数 29 社 22 社 

水産物の生産振興 関あじ、関さば、イサキの 

年間産出量、産出額 

229t 

383,481 千円 

200t 

300,000 千円 

地産地消の推進 直販所販売金額 37.2 億円 33.5 億円 

地域ブランド力の構築と強化 6 次産業化商品数 112 品 95 品 

大分市ブランド（OitaBirth）認証数 74 品 70 品 

生産基盤の整備 ため池再整備（廃ため池）数 14 か所 12 か所 

農地の利用集積及び効率的利用の

促進 

担い手への農地集積率 30.6％ 30％ 

農地中間管理事業による集積面積 369ha 340ha 

課
題(

目
標
値
可
未
達
成) 

新たな担い手の確保・育成 認定新規就農者数 31 人 55 人 

ニーズに即した生産・供給体制の整備 スマート農林水産業取組件数 31 件 55 件 

林産物の生産振興 木材の年間産出量、産出額 20,089 ㎥ 

299,821 千円 

28,000 ㎥ 

352,800 千円 

地域材利用量（主要製品市場におけ

る地域材製品の市内向け出荷量） 

4,892 ㎥ 7,500 ㎥ 

水産物の生産振興 増殖場造成面積 101,373 ㎡ 129,000 ㎡ 

地域ブランド力の構築と強化 大分市ブランド（OitaBirth）販売額 

※1 認証加工品当たりの平均 

2,559 千円 3,300 千円 

生産基盤の整備 生産基盤を整備する地区数（農業） 6 地区 9 地区 

主要林道舗装延長（累積延長） 3,515 ㎡ 4,300 ㎡ 

予防対策の推進 鳥獣被害防護柵設置距離 732,488 ㎡ 1,050,000 ㎡ 

有害鳥獣による農林水産物の被害金額  11,219 千円 5,200 千円 

 

６．農林水産業を取り巻く情勢の変化 

◆気候変動や自然災害の影響（記録的猛暑、豪雨・台風等の頻発、南海トラフ地震への備えなど） 

◆環境への配慮と国際的な枠組みへの対応（みどりの食料システム法の施行、SDGs への対応など） 

◆高齢化や人口減少による食料・農林水産業・農山漁村への影響（担い手不足、農地荒廃化、集落維持

の困難化） 

◆食に対して多様化する消費者ニーズ（中食・内食需要の拡大、高品質・付加価値志向の高まりなど） 

◆国際情勢の不安定化と世界的な物価高騰の影響（燃油・肥料等の農林水産業原材料価格の高騰） 

  



７．計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．新計画の主な取組と目標値 

項目 内容 「攻め」

の施策 

「守り」

の施策 

人
叆
厱
叫 

多様な担い

手の確保・

育成 

・新規就業者の確保から経営自立までの総合的支援 

（新規就業者数 2025(R7)年度：149 人 

→2031(R13)年度：311 人 ※2022（R4）からの累積） 

〇  

・集落営農の組織化・経営強化に対する総合的支援 

（集落営農組織数 2025(R7)年度：26 組織 

→2031(R13)年度：29 組織） 

 〇 

口
叏
叆
厱
叫 

ニーズに即

し た 生 産 ・

供 給 体 制

の整備 

・ロボット、AI、IoT など先進技術導入による作業の省力化と効率化 

（スマート農林水産業取組件数 2025(R7)年度：20 件 

→2031(R13)年度：32 件 ※2022（R4）からの累積） 

〇  

・森林環境譲与税を活用した地域材利活用の推進 

（木材利用を図った公共的施設数 2025(R7)年度：－か所 

→2031(R13)年度：10 か所 ※2027（R9）からの累積） 

〇  

・増殖場造成による関あじ・関さば・イサキなどの水産資源の増大 

（増殖場造成面積 2025(R7)年度：101,373 ㎡ 

→2031(R13)年度：150,700 ㎡） 

〇  

地
域
叆
厱
叫 

農 山 漁 村

環 境 の 整

備と維持管

理 

・農作業の負担軽減や生産性向上のためのほ場整備 

（ほ場を整備する地区数 2025(R7)年度：3 地区 

→2031(R13)年度：6 地区 ※2022（R4）からの累積） 
○ 〇 

多 面 的 機

能 の 維 持

発揮 

・森林環境譲与税を活用した森林整備の推進 

（森林整備面積 2025(R7)年度：114ha 

→2031(R13)年度：264ha ※2022（R4）からの累積） 

 〇 

 

× 

 将来の農林水産業を支える人づくり 

 信頼され魅力あふれるものづくり 

 特性を生かした活力ある地域づくり 

農林水産業を支える３つの視点 

農林水産物産出額や農林水産業者の所得向上

など、産業として発展させる「攻め」の施策 

農山漁村における地域資源や安全で快適な生

活を守る「守り」の施策 

３つの視点を実効性あるものとする両輪 

大分市農林水産業の活性化と次世代への継承 


